
Ｈ２５ 総合技術監理【回答案（大きな視点で）】 
プロジェクトにおけるメンテナンスの課題及びその対応 

１ 、 私 の 立 場  

防 災 機 能 強 化 プ ロ ジ ェ ク ト の 総 括 マ ネ ー ジ ャ ー と し

て 、中 山 間 地 域 集 落 防 災 機 能 強 化 事 業 計 画 を 主 導 し た 。 

２ 、 事 業 の 内 容  

 事 業 対 象 地 域 は 、 海 岸 と 後 背 地 が 山 岳 地 帯 か ら な る

中 山 間 地 域 の 漁 業 集 落 で あ る 。 県 で は 、 平 成 2 3 年 3

月 1 1 日 の 大 震 災 を 受 け 、漁 業 地 域 に お け る 想 定 地 震 の

見 直 し を 平 成 2 4 年 度 に 行 っ た 。 そ の 結 果 、 地 震 レ ベ ル

2 が 発 生 す れ ば 、 県 内 漁 業 集 落 の 多 く は 、 孤 立 集 落 の

可 能 性 が 高 い こ と が 判 明 し た 。 こ の た め 、 集 落 か ら 主

要 幹 線 道 路 を 結 ぶ 防 災 道 路 を は じ め と し た 防 災 関 連 イ

ン フ ラ の 必 要 性 が 浮 上 し た 。 こ れ ら 防 災 イ ン フ ラ の 、

将 来 の 維 持 ・ 更 新 を 含 め た メ ン テ ナ ン ス の あ り 方 が 、

プ ロ ジ ェ ク ト を 進 め る 上 で の 焦 点 と な っ た 。  

３ 、 メ ン テ ナ ン ス の 課 題  

ａ 、 計 画 、 設 計 時 の 課 題  

a - 1  課 題 1 ： デ ー タ ベ ー ス の 構 築  

将 来 的 に 施 設 の メ ン テ ナ ン ス を 展 開 し て い く た め に

は 、 ① 設 計 図 書 、 ② 品 質 管 理 デ ー タ 、 ③ 施 工 記 録 な ど

の 情 報 管 理 が 重 要 と な る 。 こ の こ と か ら 、 計 画 、 設 計

時 の 段 階 か ら こ れ ら を メ ン テ ナ ン ス に 利 用 で き る 情 報

管 理 を 行 っ て お く こ と が 課 題 と な る 。  

a - 2  課 題 ２ ： メ ン テ ナ ン ス 関 わ る 人 材 の 育 成  

将 来 的 に 施 設 を 移 管 さ れ る 自 治 体 で あ る 市 町 村 は 、

イ ン フ ラ 施 設 を 適 切 に 診 断 で き る 技 術 者 が 少 な い 。 こ



の こ と か ら 自 治 体 の 技 術 者 不 足 を 補 う 、 ア ウ ト ソ ー シ

ン グ 等 を 見 据 え た 民 間 コ ン サ ル タ ン ト の 人 材 育 成 等 の

人 的 資 源 管 理 計 画 が 課 題 で あ る 。  

ｂ 、 施 工 ・ 製 作 時 の 課 題  

b - 1 課 題 1 ：  施 工 時 の 品 質 確 保  

自 治 体 の 財 政 事 情 の 厳 し い 状 況 が 、 設 計 、 積 算 、 工

事 監 理 に 割 り 当 て る 予 算 の 縮 減 に 繋 が っ て お り 、 こ れ

ら は 取 り も 直 さ ず 、 公 共 イ ン フ ラ の 品 質 低 下 を 招 く こ

と と な る 。 施 工 時 の 品 質 低 下 は 、 将 来 の 維 持 管 理 に 大

き な 経 済 的 負 担 を 与 え る 。 こ の こ と か ら 、 施 工 時 の 品

質 確 保 が 課 題 と な っ た 。  

b - 2 課 題 ２ ：  非 構 造 体 の 品 質 確 保  

非 構 造 体 の 安 全 管 理 の 不 備 が 大 き な 重 大 事 故 に 繋 が

る ば か り か 、 メ ン テ ナ ン ス 面 で も 大 き な 負 担 を 強 い る

こ と と な る 。 こ の こ と か ら 、 公 共 イ ン フ ラ 安 全 確 保 に

は 、 非 構 造 体 の 品 質 確 保 が 課 題 と な る 。  

Ｃ 、 運 転 ・ 保 守 ・ 維 持 管 理 時 の 課 題  

C - 1 課 題 1 :  効 率 的 な 点 検 手 法 の 導 入  

全 て の 施 設 を 画 一 的 な 点 検 に 当 て は め て も 、 維 持 管

理 コ ス ト を 上 昇 さ せ る だ け で あ る 。 こ の こ と か ら 、 効

率 的 な 点 検 手 法 の 導 入 が 課 題 と な る 。  

C - 2 課 題 ２ ： 建 設 副 産 物 の 発 生 抑 制  

公 共 イ ン フ ラ の 維 持 ・ 更 新 に よ っ て 、 建 設 副 産 物 の

発 生 は 不 可 避 で あ る 。 そ の た め 、 メ ン テ ナ ン ス で の 社

会 環 境 へ の 影 響 を 最 少 化 さ せ る こ と が 課 題 と な る 。  



４ 、 メ ン テ ナ ン ス 課 題 へ の 対 応 策  

ａ 、 計 画 、 設 計 時 の 課 題 へ の 対 応 策  

a - 1  対 応 策 1 ： デ ー タ ベ ー ス 構 築 の 対 策  

将 来 的 な 維 持 ・ 更 新 に 備 え た 、 施 設 情 報 の デ ー タ ベ

ー ス 化 を 行 う べ き で あ る 。 具 体 的 に は 、 点 検 ・ 診 断 結

果 や 構 造 物 毎 の 特 性 を 踏 ま え た 修 繕 履 歴 、 そ れ ら に 関

す る 整 備 時 期 及 び 構 造 形 式 等 の 設 計 ・ 施 工 関 係 の 記 録

等 を デ ー タ ベ ー ス 化 し 維 持 ・ 更 新 に 備 え る 。  

な お 、 デ ー タ ベ ー ス を 基 に 技 術 的 知 見 の 蓄 積 や 分 析

を 行 い 、そ の 結 果 を 活 用 す る こ と で 、施 設 の 管 理 者 は 、

構 造 物 の 健 全 度 の 評 価 に 関 す る 技 術 的 知 見 を 深 め て い

く こ と や 維 持 ・ 更 新 の 充 実 に 活 か す こ と も 可 能 と な る 。 

a - 2 対 応 策 ２ ： メ ン テ ナ ン ス 関 わ る 人 材 の 育 成  

地 方 自 治 体 に 於 け る 人 員 削 減 は 財 政 支 出 抑 制 策 の 中

で 、 益 々 進 展 が 予 想 さ れ る 。 こ の こ と は 、 公 共 イ ン フ

ラ の メ ン テ ナ ン ス お い て 、 今 後 民 間 技 術 力 に 頼 ら ざ る

を 得 な い こ と を 意 味 す る 。  

そ の た め 、 国 が 主 体 と な っ て 、 民 間 の 技 術 力 向 上 の

た め 、 こ れ ま で 補 修 工 事 や 点 検 業 務 を 担 っ て き た 建 設

企 業 と 建 設 コ ン サ ル タ ン ト の 技 術 交 流 を 促 進 さ せ 、 メ

ン テ ナ ン ス に 関 わ る 技 術 力 の 向 上 を 図 る べ き で あ る 。  

な お 、 こ れ ら に よ り 従 来 は 行 政 が 行 っ て き た 点 検 、

発 注 、 監 督 、 検 査 、 修 繕 に 至 る 業 務 を 包 括 的 に 民 間 委

託 が 可 能 と な り 、 メ ン テ ナ ン ス に か か る 人 材 育 成 コ ス

ト も 併 せ て 削 減 効 果 が 期 待 出 来 る 。  



b 、 施 工 ・ 製 作 時 の 課 題 へ の 対 応 策  

b - 1 対 応 策 １ ： 施 工 時 の 品 質 確 保  

自 治 体 の 緊 縮 財 政 に よ る 結 果 、 発 注 自 治 体 に 専 門 技

術 者 が 減 り 、 設 計 、 積 算 、 工 事 監 理 に 割 り 当 て る 時 間

が 減 少 し て い る 現 状 が 、 公 共 イ ン フ ラ の 品 質 低 下 、 さ

ら に は 将 来 の メ ン テ ナ ン ス 費 用 の 増 加 へ と 連 鎖 す る 。  

こ の こ と か ら 解 決 策 と し て 、 施 工 時 に 長 期 保 証 付 き

工 事 の 導 入 等 が あ る 。 導 入 に 於 い て は 、 保 証 期 間 を 設

定 し 、 こ の 間 の 劣 化 損 傷 量 を 一 定 基 準 以 下 に 抑 え る こ

と を 施 工 者 に 保 証 さ せ 、 こ れ が 達 成 で き な か っ た 場 合

は ペ ナ ル テ ィ ー 等 を 科 す も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 施

設 補 修 の サ イ ク ル を 伸 ば し 、 補 修 コ ス ト の 低 減 に 繋 が

る な ど Ｌ Ｃ Ｃ の 最 少 化 に 繋 が る も の で あ る 。  

b - 2 対 応 策 ２ ： 非 構 造 体 の 品 質 確 保  

公 共 イ ン フ ラ 、特 に 橋 梁 、ト ン ネ ル に 於 い て は 、様 々

な 添 架 物 が 設 置 さ れ て い る ケ ー ス が 多 い 。 こ れ ら 非 構

造 体 は 、 本 体 部 分 に 比 べ 、 施 工 時 の 施 工 管 理 や 品 質 管

理 が 疎 か に な り が ち で 、 公 共 イ ン フ ラ の 安 全 面 に 於 い

て 大 き な ボ ト ル ネ ッ ク に な り 得 る 。 こ の こ と は 、 「 笹

子 ト ン ネ ル 事 故 」 で 明 ら か に な っ て い る 。 そ の た め 、

施 設 ご と に 発 注 者 と 設 計 ･ 施 工 者 が 合 議 し 、外 力 レ ベ ル

と 維 持 す べ き 機 能 を 個 別 に 設 定 す る こ と や フ ェ イ ル セ

ー フ の 活 用 に よ る 安 全 確 保 を 図 る べ き で あ る 。  



Ｃ 、 運 転 ・ 保 守 ・ 維 持 管 理 時 の 課 題  

C - 1 対 応 策 1 :  効 率 的 な 点 検 手 法 の 導 入  

公 共 イ ン フ ラ は 、 使 用 状 況 や 環 境 条 件 に よ っ て 劣 化

し 、 そ れ を 遅 ら せ る た め に は 、 適 切 な 予 防 保 全 に 基 づ

く 維 持 管 理 が 必 要 で あ る 。 こ の こ と か ら 、 定 期 的 に 行

な う 点 検 、 臨 時 に 行 う 点 検 、 状 況 に 応 じ て 行 う 詳 細 点

検 等 を 定 め 、 そ の 結 果 に 基 づ い た 補 修 ・ 更 新 計 画 な ど

適 切 に 行 い L C C の 最 少 化 を 図 る べ き で あ る 。 な お 、 包

括 管 理 制 度 な ど 、 民 間 活 力 の 導 入 も 積 極 的 に 進 め 維 持

管 理 の 効 率 化 を 進 め る 経 済 性 管 理 も 有 効 で あ る 。   

C - 2 対 応 策 ： 建 設 副 産 物 の 発 生 抑 制  

社 会 資 本 の 維 持 管 理 ・ 更 新 時 代 の 到 来 に よ り 、 建 設

副 産 物 の 発 生 量 の 増 加 が 想 定 さ れ る こ と か ら 、 発 生 抑

制 、 再 資 源 化 ・ 縮 減 、 再 生 資 材 の 利 用 促 進 及 び 建 設 発

生 土 の 有 効 利 用 等 を 更 に 図 っ て い く 必 要 が あ る 。 こ の

こ と か ら 、 建 設 廃 棄 物 由 来 の 再 生 資 材 の 更 な る 利 用 促

進 を 図 る た め 、 建 設 副 産 物 物 流 の モ ニ タ リ ン グ 等 を 強

化 し て い く べ き で あ る 。 ま た 、 目 標 未 達 成 品 目 に つ い

て は 、 直 接 最 終 処 分 を し て い る 要 因 等 の 詳 細 な 調 査 ・

分 析 を 行 い リ サ イ ク ル に 活 用 す べ き で あ る 。  

な お 、 こ れ ら に 加 え て 、 技 術 開 発 の 推 進 施 策 で は 、

① 建 設 リ サ イ ク ル 分 野 の Ｎ Ｅ Ｔ Ｉ Ｓ の 活 用 に よ る 民 間

企 業 の 技 術 開 発 の 促 進 、 ② 建 設 廃 棄 物 の 建 設 産 業 以 外

の 需 要 拡 大 を す る た め の 技 術 開 発 の 促 進 、 な ど に 取 り

組 む べ き で あ る 。 ― 以 上 ―   


